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１．宮崎ケアプラザにて

船長ならびに甲板員各位
本町小学校崖上で伊勢山皇大神宮参道脇にある

「宮崎ケアプラザ」に西区の社会福祉協議会の要
請を受け、帆船日本丸男声合唱団を代表して歌い
に行ってきました。
メンバーは藤川、稲尾、岩尾に私・米岡の四名

です。ケアプラザは三階建ての立派な建物で一階
は事務室と広い駐車場。ここを開放して沢山の模
擬店、その奥に 脚の椅子を並べてイベント会50
場としていました。社会福祉協議会のイベントで
すから、それこそバザーからお茶席から脳・肺機
能測定・マンドリン・社交ダンス・太極拳に南京
玉簾まで多彩、我々はそのトリを取って白ブレに
青シャツ姿で 分たっぷりと歌いました。30

稲尾さんが特
に今回用にカル
テット４部の素
晴らしい編曲を
して頂き、しか
もキーボード持
参で、曲によっ
てイントロをつ
けたり、リズム

・バックをつけたりと大活躍、おかげで大変気持
ちよく歌うことが出来、お客さんからもアンコー
ル曲が足りなくなるほど大好評でした。
私は司会進行を担当させてもらいましたが、ワ

イアレスマイクが二本で、歌唱向きでなく殆ど無
効、しかもガレージ奥のオープン・スペース。音
は発散するし、周りは三百名以上のお客様と売店
の喧騒で環境最悪。演奏効果を大変心配しました。
しかし、メンバーは大健闘。直前のマンドリン

演奏二十名より、我々の声の方がノーマイクにも
かかわらず、音量的にも遥かに豊かで、手前味噌
で恐縮ですが、よくハーモニーが後ろまで響いた
そうです。大町先生と小永井先輩に直前リハで、
わざわざ青少年センターまでお出まし頂いた甲斐
がありました。
曲目は「村祭り、赤い靴、青い山脈、懐かしの

ボレロ、夕焼け小焼け、学生時代、りんごの唄、
山小舎の灯、アンコールにもみじと海」合計十曲
です。明るい曲とリズムの良い曲を選曲して成功
です。りんごの唄と青い山脈と夕焼け小焼けはお
客さんにも歌っていただき喜ばれました。
ギャラは一人 円分の食券乱用とお楽しみ抽200

選券のみ、米岡がウン良くトイレシートの靴下を
当てました。（米岡氏： 投稿を転載）10/15ML

３．一ノ蔵を聴く

前日までの無理がたたって土曜は身体が重く這
うように上大岡に出かける。 席の小さなホー486
ルなので、席が心配されたが、１階席はほぼ満席
なるも、２階席はがらがら。２回正面に座る。舞

台の上にはたっぷりとした墨書で「創立 周年20
記念 一ノ蔵男声合唱団第 回定期演奏会」11
場内暗転、団員の入場。pf指揮者入場で明るく。

目にも派手な臙脂のタキシード、襟は黒で臙脂の
蝶タイ。このブレザ色が剥げかかってるのから、
新調したばかりのまで様々。蝶タイもいろんな色
あり。それだけ歴史を感じさせる。
いきなり歌。よくハモってる。団歌だ。演奏後、

指揮者の挨拶と解説。
第一部、pf付きで２曲とアカペラで５曲。小夜

曲は日本丸も創立当初歌ったので、気になる。小
節の頭が所々揃わないのは我々も同じ、曲の持ち
味であるソフトさは十分に出ていた。箱根八里は
アカペラでの編曲、うまくハモってる。もう少し
力強ければ完璧。
第２部、暗い中で手拍子が始まる、そしてセン

ターにスポットライト。良く通る声で民謡調のう
た。歌に合わせた手拍子は客席からも。そして、
上手下手から、揃いの黄色い一ノ蔵法被を着た団
員が入ってくる。一区切り後、独唱者が変わる。
そしてまた暗転。説明によると、杜氏の歌。
黒田節、ソリストも力一杯歌ってる。並びを変

えて北酒場。主旋律とヴォイスパーカッションと
いろいろな掛け合いは面白い。
さあそして期待のウィスキージョニー。ベース

ギター（団員の息子さん）＋ギター（３団員）＋
リコーダー（団員）＋ホイッスル（ピアニスト）
という鳴り物入り。歌詞は日本語。会場の都合か、
２階席で台詞が聞き取れない。メロディの流れを
重視してるせいか、台詞の時に一息入れていない。
そうすれば、もっと聞き取れるし、ソリストたち
も活躍できたのにと残念。
舞台下手に酒場が再現され、終電車のブルース。

飲んべえには身に覚えのあるとても良い歌だ。
帰ってきた酔っぱらいは 人、なぜ減ったの20

かと思ったら、頭にリングを付けた３人の酔っぱ
らいと神様役になっていた。そして天使役の綺麗
所２名。酔っぱらいは良かったが、神様の声がい
まひとつ。天の声は聞こえてはいけないのかな。
最初と最後に宗教曲を付けた凝った構成。
お酒の歌。アメリカ民謡とかでとても楽しいメ

ロディ。最後に天使の（一人の）ソプラノも乗っ
て、華やかな幕切れ。
第３部は「三崎のうた」。我々は上手ではない

が楽しく歌ってる、とどこかの合唱団のようなこ
とがプログラムに書いてあった。期待通りに第３
部は格調高く５曲を歌い上げた。
そして 、自主的アンコールとかで、And More

３ステージそれぞれの指揮者の持ち歌をやった。
「ごちのはな」たいへん美しい歌だった。
終演４時 分。このあと第２部（来客との飲20

み会）があるのだが、そのチケットは残念ながら
入手できなかった。
ところが、プラチナ練習のあと「一ノ蔵」で飲

んで歌ってたら、彼らと再会した。（ 山路）B2


